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　今から約100年余前、日本の
みならず全世界で瞬く間にまん
延し、「史上最悪のインフルエン
ザ」（歴史学者アルフレッド・Ｗ・
クロスビー）と言われたスペイ
ン・インフルエンザ（通称「スペ
イン風邪」）。宇都宮ではどのよ
うに感染拡大し、その影響はど
の程度だったのでしょうか？

栃
木
県
歴
史
文
化
研
究
会  

下
田　
太
郎

ス
ペ
イ
ン・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
と
宇
都
宮

　

2
0
1
9
年
12
月
に
中
国
・
武
漢
か
ら
拡
が
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染（
C
O
V
I
D
-19
、

以
下「
新
型
コ
ロ
ナ
」と
略
し
ま
す
）は
、
翌
20
年

1
月
に
日
本
国
内
で
感
染
が
初
確
認
さ
れ
、
3

月
に
は
W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）に
よ
っ
て
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）の
状
態
に
あ
る
と
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。
今
な
お
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
を
憂
慮
し
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
歴
史
的
に

と
て
も
参
考
に
な
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
お

よ
そ
1
0
0
年
前
の
1
9
1
8
年
か
ら
1
9
2
0

年
に
か
け
て
大
流
行
し
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ（
当
時
は「
流
行（
性
）感
冒
」、「
悪
性
感
冒
」

な
ど
と
表
現
）で
す
。
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
宇
都

宮
も
決
し
て
無
縁
で
は
な
く
、
そ
の
影
響
は
深
刻

で
し
た
。

罹
患
者
・
死
亡
者
数
と
主
な
症
状

　
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
こ
れ
ま
で
ヒ
ト

に
感
染
し
な
か
っ
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が

突
然
変
異
し
、
ヒ
ト
に
感
染
・
伝
播
す
る
よ
う
変

化
し
た
感
染
症
で
す
。
こ
の
こ
と
が
科
学
的
に
証

明
さ
れ
た
の
は
1
9
9
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で

し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
感
染
症
の
名
称
は
、
当

時
第
一
次
世
界
大
戦
中
で
各
国
が
報
道
管
制
を
敷

く
中
、
中
立
国
の
ス
ペ
イ
ン
で
い
ち
早
く
感
染
の
流

行
を
報
じ
た
た
め
名
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す（
ス
ペ
イ
ン
に
と
って
は
迷
惑
な
話
で
す
が
）。

　

記
録
に
残
る
も
っ
と
も
早
い
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の

1
9
1
8
年
3
月
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ン
ザ
ス
州
の

新
兵
訓
練
所
で
の
集
団
感
染
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
以
降
、
兵
士
た
ち
を
ヨ
ー
ロッ
パ
の
戦
場
へ
と

大
量
輸
送
し
た
こ
と
で
全
世
界
に
拡
大
し
、
約
3

年
間
猛
威
を
ふ
る
い
続
け
ま
し
た
。

　

流
行
当
時
、
症
状
の
緩
和
を
目
的
と
し
た
対

症
療
法
や
感
染
予
防
と
し
て
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

行
わ
れ
て
い
ま
し
た（
図
1
）。
し
か
し
明
確
な
原

因
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
決
定
的
な
医
学
的

対
策
は
打
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

W
H
O
の
調
査
に
よ
る
と
、
全
世
界
で
の
罹り

患か
ん

者し
ゃ

数
は
、
当
時
の
世
界
人
口
の
25
〜
30
％
、
死
亡
者

数
は
約
4
千
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

場
合
、
衛
生
行
政
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
内
務
省

衛
生
局
が
1
9
2
2
年
に
ま
と
め
た『
流
行
性
感

冒
』（
以
下
、『
報
告
書
』
と
記
載
）で
は
、

2
3
5
8
万
人
余
の
罹
患
者
と
約
38
万
8
0
0
0

人
が
死
亡
、
特
に
20
〜
40
代
が
最
も
多
く
死
亡

し
た
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
歴
史
人
口
学

が
専
門
の
速は

や

水み

融あ
き
らは

、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
な
け
れ
ば
死
な
ず
に
済
ん
だ
で
あ
ろ
う

呼
吸
器
系
の
罹
患
者
の
存
在
を
踏
ま
え
て
検
討

し
た
結
果
、
約
45
万
人
余
が
こ
の
感
染
症
が
原
因

で
亡
く
な
っ
た
と
算
出
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
後
の
経
過
で
す
が
、『
報
告
書
』に
よ
り
ま

す
と
、
潜
伏
期
間
は
1
〜
4
日
、
発
病
は

1
9
1
8
年
10
月
か
ら
1
9
1
9
年
に
か
け
て
の

流
行
で
は
、
1
日
か
ら
数
日
で
発
病
し
1
週
間
で
解

熱
し
ま
し
た
が
、
1
9
1
9
年
冬
か
ら
1
9
2
0

年
に
か
け
て
の
流
行
で
は
、
1
週
間
以
上
経
っ
て
よ

う
や
く
解
熱
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
解
熱
後
、
数
週
間
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
が
出
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
主
な
症
状
と
し
て
、
ま
ず
は
悪
寒
戦
慄

（
不
快
な
寒
気
）と
発
熱
後
に
よ
る
肺
炎
、
そ
の
後

に
気
道
全
体
に
わ
た
る
出
血
性
炎
症
や
肺
の
浮

腫
、
出
血
や
壊
死
な
ど
、
そ
し
て
や
や
長
い
経
過

後
に
二
次
性
肺
炎
と
いっ
た
重
症
化
を
ひ
き
起
こ

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
出
血
症
状（
鼻
出
血
や
呼

吸
器
以
外
の
臓
器
な
ど
）や
循
環
器
症
状（
不
整

脈
や
心
臓
発
作
、血
圧
低
下
、チ
ア
ノ
ー
ゼ
な
ど
）、

脳
炎
症
状
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

栃
木
県
内
で
の
流
行
の
先
触
れ
と
宇
都
宮

― 

1
9
1
8（
大
正
7
）年
5
月 

―

　

さ
て
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
先
触
れ
の

よ
う
な
流
行
は
、
1
9
1
8
年
4
月
に
東
京
で

は
じ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
栃
木
県
内
の
場
合
、
5

月
に
入
っ
て
ま
も
な
い
頃
、『
報
告
書
』に
よ
れ
ば

当
時
宇
都
宮
市
に
次
ぐ
県
下
第
2
位
の
人
口

（
3
万
7
9
5
8
人
：
1
9
1
7
年
末
時
点
）を

有
し
て
い
た
足
尾
町
全
町
で
感
染
が
ま
ん
延（
同

年
5
月
6
日
）。
さ
ら
に
罹
患
者
数
は
1
0
0
0

人
以
上
と
な
り
、
そ
の
多
く
が
足
尾
銅
山
の
労
働

者
と
そ
の
家
族
で
し
た（
5
月
7
日
）。

　

足
尾
で
の
流
行
を
伝
え
た
後
、
記
事
で
は「
流

行
性
感
冒
」へ
の
注
意
を
喚
起
し
て
い
ま
し
た
が

（
5
月
13
日
）、
5
月
下
旬
に
は
下
野
中
学
校（
現・

作
新
学
院
高
等
学
校
）や
宇
都
宮
市
内
各
所
で
相

次
い
で
感
染
が
確
認
、
6
月
に
は
県
立
男
子
師
範

学
校（
現
・
宇
都
宮
大
学
共
同
教
育
学
部
）の
寄

宿
舎
で
60
人
余
の
感
染
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た（
6

月
8
日
）。

本
格
的
流
行
の
は
じ
ま
り

― 

1
9
1
8（
大
正
7
）年
10
月 

―

　

県
内
で
の
本
格
的
な
流
行
が
は
じ
ま
っ
た
時
期

に
つ
い
て
、『
報
告
書
』で
は
10
月
初
旬
と
記
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
那
須
郡
金

田
村（
現
・
大
田
原
市
）役
場
の
事
務
報
告
で
も
、

自
村
で
の
感
染
の
は
じ
ま
り
を
10
月
初
旬
と
報
告

し
て
い
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
感
染
流
行
が
報
じ
ら
れ
た
の
は
、
集

団
で
の
生
活
や
行
動
が
多
い
軍
隊
や
学
校（
主
に

小
学
校
や
女
学
校
）で
し
た
。
10
月
上
旬
か
ら
中

旬
、
宇
都
宮（
姿
川
村
）駐
屯
の
陸
軍
第
十
四
師

団
野
砲
兵
第
二
十
聯れ

ん

隊た
い

で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
が

報
じ
ら
れ
ま
し
た（
10
月
19
日
）。
こ
の
記
事
が
、

現
在
確
認
で
き
る
県
内
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
本
格
的
な
流
行
を
伝
え
た
最
初
の

記
事
で
す
。
ま
た
、
県
立
宇
都
宮
高
等
女
学
校

（
現
・
県
立
宇
都
宮
女
子
高
等
学
校
）で
も
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
ま
す（
10
月
21
日
）。
ま
た
宇
都
宮

（
国
本
村
）駐
屯
の
第
十
四
師
団
歩
兵
第
五
十
九

聯
隊
で
は
、数
名
か
ら「
一
中
隊
」（
約
1
3
0
人
）

全
員
、
さ
ら
に
聯
隊
全
体
へ
と
感
染
が
拡
大
し
て

し
ま
い
ま
す（
11
月
1
日
）。
宇
都
宮
の
場
合
、

10
月
末
の
時
点
で
す
で
に
ま
ん
延
し
て
い
た
よ
う

で
、「
殆
ど
冒
さ
れ
ぬ
地
域
は
皆
無
の
状
態
」だ
っ

た
と
伝
え
て
い
ま
す（
11
月
1
日
）。

　

こ
の
頃
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関

す
る
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た

と
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
マ
レ
ー
半

島
で
大
流
行
し（
10
月
22
日
）、
一
方「
県
内
各
中

学
校
」な
ど
で
も「
流
行
し
つ
つ
あ
る
」が
、
今
回

の
は
そ
ん
な
に
大
流
行
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

と
楽
観
的
に
伝
え
て
い
ま
す（
10
月
24
日
）。
そ
し

て
、
10
月
26
日
の
記
事
で
は
じ
め
て
、
世
界
中
で

流
行
し
て
い
る
こ
の
感
染
症
が「
ス
パ
ニッ
シ
ュ　

イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」と
い
う
名
称
が
付
さ
れ
た
こ
と
を

読
者
は
知
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
内
務
省
衛
生
局
は
10
月
23
日

付
で
、
全
国
の「
各
地
方
長
官
」宛
に「
悪
性
感
冒

の
予
防
」に
関
す
る
最
初
の
通
牒
を
発
し
ま
す
。

そ
し
て
、
流
行
し
つつ
あ
る
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
対
し
て
、「
手
拭
を
以
て
口
腔
を
覆
ひ
他

人
に
迷
惑
を
か
け
ぬ
や
う
に
す
る
の
が
公
衆
衛
生

上
最
も
大
切
の
事
で
あ
る
」と
い
う
内
務
省
防
疫

課
長
の
談
話
も
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す（
10

月
28
日
）。
し
か
し
、
本
格
的
に
マ
ス
ク
着
用
が
は

じ
ま
っ
た
の
は
1
9
2
0
年
1
月
頃
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
す
で
に
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛
威

は
日
本
国
内
を
席
巻
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
紙
面
か

ら
も
伝
わ
り
、
こ
の
感
染
症
が
肺
炎
な
ど
を
併
発

し
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
知
る

こ
と
と
な
り
ま
す（
10
月
31
日
）。

感
染
の
拡
大
と

断
続
す
る
感
染
の
ま
ん
延

― 

1
9
1
8
年
11
月
〜
1
9（
大
正
8
）年
3
月 

―

　

11
月
に
入
り
、
空
気
が
乾
燥
し
寒
さ
が
厳
し

く
な
る
と
、
市
内
で
の
感
染
拡
大
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
市
役
所
で
は
、
市
長
を
は
じ

め
と
す
る
職
員
十
数
人
が
罹
患
、
銀
行
や
会
社

は
も
と
よ
り
、「
一
般
商
家
」で
の
感
染
の
拡
が
り

は
深
刻
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、「
活
動
写
真
」

や「
芝
居
」は
平
時
よ
り
も
客
が
半
分
も
入
ら
ず
、

特
に
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
は「
湯
屋
」（
こ
こ
で

は
銭
湯
の
こ
と
）で
、
臨
時
休
業
し
た
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
一
方
、
薬
局
で
は
解
熱

剤
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、す
ぐ
に
在
庫
切
れ
に
な
っ

た
と
も
報
じ
て
い
ま
す（
11
月
2
日
）。
ま
た
宇

都
宮
郵
便
局
で
は
、「
集
配
人
」「
十
五
、六
名
」

が
罹
患
、
郵
便
物
の
集
配
に
遅
延
な
ど
の
影
響
が

出
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て「
電
話
交
換
手
」も

数
名
が
罹
患（
11
月
4
日
）、「
宇
都
宮
監
獄
」で

も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
ま
し
た（
11
月
8
日
）。

こ
う
し
た
感
染
の
拡
が
り
を
感
じ
さ
せ
た
の
は
、

亡
く
な
っ
て
火
葬
さ
れ
る
数
が
急
増
し
た
こ
と
で

す
。
一
日
に
執
行
で
き
る
限
度
の
5
人
を
超
え
る

日
が
続
き
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

て
い
ま
す（
11
月
3
日
）。

　

宇
都
宮
で
の
感
染
拡
大
で
深
刻
だ
っ
た
の
は
、

軍
隊
と
学
校
で
し
た
。
と
り
わ
け
連
日
の
よ
う
に

報
じ
ら
れ
た
の
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
よ
る
休

校
で
し
た
。
12
月
に
入
る
と
、
休
校
を
伝
え
る

記
事
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
軍
隊
で
の
感
染
を
伝

え
る
記
事
が
出
て
き
ま
す
。
12
月
は
各
地
か
ら

新
兵
が
宇
都
宮
駐
屯
の
各
部
隊
へ
入
営
す
る
時
期

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
営
所
内
で
細
心
の
注
意
を

は
ら
っ
て
い
て
も
、
外
部
か
ら
の
感
染
経
路
を
完

全
に
遮
断
で
き
ず
感
染
が
拡
大
し
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

1
9
1
9
年
に
入
る
と
、
宇
都
宮
で
の
感
染

状
況
を
伝
え
る
記
事
は
大
幅
に
減
少
し
ま
す
。

感
染
が
以
前
よ
り
も
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
と
は
い

え
、
そ
の
一
方
、
海
外
で
の
感
染
状
況
が
伝
え
ら

れ
、
依
然
と
し
て
ま
ん
延
し
て
い
ま
し
た
。
3
月

に
入
る
と
感
染
状
況
を
伝
え
る
記
事
は
減
少
し

ま
す
が
、
雀
宮
村
で
の
流
行（
3
月
7
日
）や
豊

郷
村
在
住
で
感
染
を
き
っ
か
け
に
生
活
苦
の
末
、

自
殺
し
た
と
伝
え
る
記
事
が
見
ら
れ（
3
月
8

※
本
稿
で
の「
宇
都
宮
市
」と
は
、
現
在
の
行
政
区
域「
本
庁
」

（
宇
都
宮
中
心
部
）を
指
し
、「
宇
都
宮
」と
は
、
現
在
の
宇

都
宮
市
域
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ッコ
内
日
付
は『
下

野
新
聞
』記
事
の
日
付
で
す
。

特集 1

図
１　

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の「
予
防
注
射
」を
勧
め
る
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
保
健
医
療
科
学
院
図
書
館
蔵『
流
行
性
感
冒
』よ
り
）

｢マスク｣と｢うがひ｣を呼びかけるポスター 
（国立保健医療科学院図書館蔵『流行性感冒』より）

図
２　

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

　
　
　

ど
の
よ
う
な
時
に
感
染
す
る
か
を
伝
え
る
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　

  （
国
立
保
健
医
療
科
学
院
図
書
館
蔵『
流
行
性
感
冒
』よ
り
）

適格請求書等保存方式（インボイス制度）

特集1 スペイン・インフルエンザの流行と宇都宮



栃木県下におけるスペイン・インフルエンザの
罹患者数と死亡者数〈1918（大正7）年10月～1919（大正8）年1月〉

宇 都 宮
河 　 内
上 都 賀
下 都 賀
安 　 蘇
足 　 利
芳 　 賀
塩 　 谷
那 　 須
総 　 計

総人口 罹患数 死亡者数 致死率

60,193
112,150
153,674
212,282
93,408
106,297
123,388
83,094
159,463
1,103,949

18,805 
44,431 
50,198 
44,122 
3,333 
27,416 
46,626 
25,723 
52,883 
313,537 

305 
242 
630 
365 
50 
216 
362 
413 
610 
3,193 

1.62 %
0.54 %
1.26 %
0.83 %
1.50 %
0.79 %
0.78 %
1.61 %
1.15 %
1.02 %

栃木県下におけるスペイン・インフルエンザの
罹患者数と死亡者数〈1919（大正8）年2月16日～28日〉表2

※『下野新聞』1919（大正8）年3月21日付を基に致死率を追加 ※：『下野新聞』1919（大正8）年2月20日付を基に致死率を追加

宇 都 宮
河 　 内
上 都 賀
下 都 賀
安 　 蘇
足 　 利
芳 　 賀
塩 　 谷
那 　 須
総 　 計

罹患数 死亡者数 致死率

374 
969 
244 
576 
409 
1,479 
100 
143 
387 
4,681 

6 
34 
23 
51 
36 
44 
10 
16 
19 
239 

1.6 %
3.5 %
9.4 %
8.9 %
8.8 %
3.0 %
10.0 %
11.2 %
4.9 %
5.1 %

表1

5 December 2021 4

2
日
）、
感
染
が
残
す
爪
痕
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

感
染
拡
大
が
引
き
起
こ
す

死
亡
者
数
の
増
加

　
『
報
告
書
』に
よ
る
と
、
1
9
1
8
年
10
月
か

ら
1
9
1
9
年
3
月
ま
で
の
栃
木
県
内
の
罹
患

者
数
は
33
万
2
7
1
2
人
、
死
亡
者
数
は

4
2
3
7
人
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
大
正
6
年

末
時
点
で
の
栃
木
県
内
の
総
人
口
が

1
1
0
万
3
9
5
0
人
だ
っ
た
の
で
、
総
人
口
の

約
3
割
が
罹
患
し
た
こ
と
に
な
り
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
い
か
に
大
流
行
し
た
の
か
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

　

で
は
宇
都
宮
市
の
場
合
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
残
念
な
が
ら
、
当
時
の
統
計
資
料（『
宇

都
宮
市
事
務
報
告
書
』や『
栃
木
県
統
計
書
』）に

は
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
関
連
す
る
呼
吸

器
系
疾
患
に
よ
る
死
亡
者
数
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
幸
い
、『
下
野
新
聞
』に
1
9
1
8
年
10

月
か
ら
1
9
1
9
年
1
月
ま
で
の
県
内
各
郡
市

に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
罹
患
者
と

死
亡
者
数
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
記
事
を
基
に
ま
と
め
た
表
１
か
ら
感
染
状
況

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

宇
都
宮
市
の
場
合
、
1
9
1
7
年
末
時
点
で

の
総
人
口
に
対
し
て
約
3
割
強
の
1
万
8
8
0
5

人
が
罹
患
し
、
そ
の
う
ち
亡
く
な
っ
た
の
が

3
0
5
人
、
死
亡
率
は
1.
62
％
で
県
内
で
最
も

高
い
の
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
1
9
1
9
年
1

月
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
他

に
、
百
日
咳
や
麻
疹
が
子
ど
も
た
ち
の
間
で
流
行

し
、
1
月
だ
け
で
1
1
3
人
が
亡
く
な
り
、
そ
の

原
因
の
多
く
が
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る

「
肺
炎
心
臓
病
」だ
っ
た
と
記
事
は
伝
え
て
い
ま
す

（
2
月
7
日
）。
一
方
、
宇
都
宮
郊
外
に
位
置
し
、

現
在
の
宇
都
宮
市
域
を
構
成
す
る
町
村
が
多
く

属
し
て
い
た
河
内
郡
内
で
は
、
死
亡
率
が
県
内
で

最
も
低
く
0.
54
％
で
す
。

　

さ
ら
に
、
1
9
1
9
年
2
月
16
日
か

ら
28
日
ま
で
の
約
半
月
で
の
県
内
各
郡

市
に
お
け
る
罹
患
者
数
と
死
亡
者
数

を
ま
と
め
た
表
２
を
見
る
と
、
宇
都
宮

市
で
亡
く
な
っ
た
の
が
6
人
で
死
亡
率

は
1.6
％
と
表
１
の
統
計
と
ほ
ぼ
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
河
内
郡
で
は
34
人
が
亡
く

な
り
、
死
亡
率
は
3.5
％
と
上
昇
し
て
い

ま
す
。
他
の
地
区
を
見
ま
す
と
、

1
9
1
8
年
10
月
以
降
、
死
亡
率
が

高
い
状
態
に
あ
っ
た
農
村
部
の
塩
谷
郡

で
は
、
罹
患
者
数
は
減
少
傾
向
で
す
が

死
亡
率
は
11.
2
％
と
高
く
、
同
じ
く

農
村
部
の
芳
賀
郡
も
死
亡
率
が
1
月
末
ま
で
と

比
べ
て
高
く
な
って
い
ま
す
。
こ
こ
だ
け
で
判
断
す

る
の
は
危
う
い
で
す
が
、
1
9
1
9
年
に
入
り
ス

ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
強
毒
化
し
、
死
亡
者

が
増
え
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
の
奨
励
と

予
防
接
種
の
実
施

　

飛
沫
感
染
の
恐
怖
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
記
事

で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
、
1
9
2
0（
大
正
9
）年
1
月
に
内
務
大
臣

名
で
感
染
予
防
に
関
す
る
訓
令
を
出
し
、
ま
た

内
務
省
衛
生
局
は
予
防
標
語
を
作
成
し
、
キ
ャッ

チ
コ
ピ
ー
を
つ
け
た
ポ
ス
タ
ー
と
併
せ
て
各
道
府
県

に
配
布
し
ま
し
た（
図
3
）。
訓
令
で
は
、
マ
ス
ク

（
当
初
は「
呼
吸
保
護
器
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
）

の
着
用
や
病
人
の
隔
離
、
そ
し
て「
予
防
注
射
」の

励
行
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
マ
ス
ク
着
用
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
高

等
女
学
校
や
愛
国
婦
人
会
な
ど
に
マ
ス
ク
を
作
っ

て
も
ら
い
、
廉
価
で
の
販
売
あ
る
い
は
無
償
配
布

を
勧
め
て
い
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
大
流
行
が
き
っ
か
け
で
、
日
本
で
は
マ
ス
ク
を
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
た
と
言
わ
れ
、
当
時
の『
下

野
新
聞
』掲
載
の
写
真
を
見
ま
す
と
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
い
る
軍
人
た
ち
や
大
人
た
ち
の
姿
が
確

認
で
き
ま
す
。

　
一
方
、「
予
防
注
射
」に
つい
て
は
、
当
時
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
原
因
に
諸
説
あ
る
中
で
、
数
社
か
ら

内
容
の
異
な
る
ワ
ク
チ
ン
が
製
造
さ
れ
、
政
府
の

呼
び
か
け
等
で
総
人
口
の
約
1
割
に
あ
た
る

5
0
0
万
人
余
が
接
種
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。『
報
告
書
』で
は
、
予
防
接
種
済
の
患
者
は

未
接
種
患
者
に
比
べ
、
肺
炎
に
な
る
割
合
が
低
い

と
い
う
結
果
が
載
っ
て
い
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

症
は
抑
え
ら
れ
な
く
て
も
、
重
症
化
を
引
き
起

こ
す
二
次
性
肺
炎
に
は
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
る
副
反
応
も
確
認
さ
れ
、
接
種
者
の
約
2
割

が
仕
事
を
欠
勤
し
た
と『
報
告
書
』に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

感
染
拡
大
の
要
因

　

栃
木
県
内
で
は
ど
の
よ
う
に
感
染
拡
大
し
て

い
っ
た
の
か
を
分
析
し
た
記
事
が
載
っ
て
い
ま
す

（
1
9
1
9
年
2
月
20
日
）。
記
事
で
は
、
県
内

に
お
い
て「
十
月
該
病
発
生
以
来
、
病
者
ま
た
は

疑
ひ
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
速
か
に
医
師
の
診
断

を
受
け
隔
離
等
を
督
励
し
つつ
、
予
防
に
努
め
注

意
」し「
印
刷
物
を
配
布
」し
て
き
ま
し
た
が
、「
発

生
当
初
に
あ
り
て
は
、
何
れ
も
之
を
軽
視
す
る

傾
向
あ
り
て
、
予
防
上
注
意
す
る
も
の
極
め
て
少

く
、
十
一
月
下
旬
に
至
り
漸
く
流
行
の
度
を
加
ふ

る
と
共
に
、
別
居
ま
た
は
隔
離
」を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す（
記
事
の
句
読
点
は
引
用

者
）。

　

そ
し
て
感
染
拡
大
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
県
内

で
最
も
早
く
発
生
し
た
の
は
宇
都
宮
だ
と
述
べ
、

「
漸
次
、
小
山
・
栃
木
方
面
に
蔓ま

ん

延え
ん

。
十
一
月
五

日
ま
で
疾
風
の
如
く
芳
賀
塩
那
等
鉄
道
線
路
に

添
へ
て
各
市
街
地
に
猖

し
ょ
う

獗け
つ（
引
用
者
註
：
猛
威
を

ふ
る
う
こ
と
）を
極
め
、
さ
ら
に
十
二
月
に
入
り
て

は
、
市
街
地
よ
り
田
園
各
地
に
鉾
を
向
け
、
十
一

月
下
旬
よ
り
十
二
月
上
旬
ま
で
県
下
の

毎
戸
就
床
せ
ざ
る
も
の
な
き
に
至
り
」

と
感
染
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
1
9
1
9

年「
一
月
初
旬
ま
で
、
流
行
状
態
を
変

じ
て
悪
性
の
度
を
加
へ
死
亡
す
る
者
多

く
、
其
後
漸
く
終
熄
の
域
に
入
っ
た
」と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
事
で
は
4
点
の
重
要
な
指
摘

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
発
生
当
初
は
ス

ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
軽
視

し
、
予
防
に
努
め
る
人
た
ち
が
少
な
か
っ

た
こ
と
、
②
学
校
や
軍
隊
な
ど
集
団
生
活
で
の
ク

ラ
ス
タ
ー
発
生
、
③
鉄
道
を
通
じ
て
感
染
が
拡
大

し
た
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
、
④
人
口
の
多
い「
各

市
街
地
」か
ら
農
村
部
へ
の
感
染
拡
大
で
す
。
特

に
③
と
④
に
つ
い
て
は
、『
報
告
書
』で
も
ほ
ぼ
同

じ
指
摘
が
さ
れ
、「
一
般
の
注
意
を
惹
く
時
に
於

て
は
既
に
病
毒
は
全
市
に
瀰
蔓マ

マ

し
数
日
な
ら
ず
し

て
全
市
民
の
大
半
を
襲
ふ
」と
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
恐
ろ
し
さ
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
点
は
、
鉄
道
に
よ
る
人
の
移
動
と
密
な
る
空
間

に
よ
っ
て
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
感
染

拡
大
の
要
因
と
重
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
、
歴
史
を

知
る
こ
と
の
大
切
さ
が
あ
り
ま
す
。

「
忘
れ
ら
れ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」

　

1
9
2
1（
大
正
10
）年
1
月
、
内
務
省
衛
生

局
は
こ
れ
ま
で
の
知
見
等
を
踏
ま
え
、
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
に
実
行
す
べ
き
こ
と
を『
流
行
性
感

冒
ノ
予
防
要
項
』と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
し

て
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
同
年
に

終
息
し
て
い
き
ま
し
た
。
で
は
な
ぜ
、
ス
ペ

イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は「
忘
れ
ら
れ
た
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
」と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
直
接
的
な
死
因
と
し
て
分

類
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
『
報
告
書
』に
よ
る
と
、
内
閣
統
計
局
が

ま
と
め
た『
日
本
帝
国
人
口
動
態
統
計
』で

は
、「
流
行
性
感
冒
」に
よ
る
死
因
統
計
の

「
約
六
割
」で「
呼
吸
器
疾
患
特
に
肺
炎
及

気
管
支
肺
炎
の
死
亡
者
に
包
含
」さ
れ
て
い

た
と
述
べ
て
い
ま
す
。『
報
告
書
』と『
日
本

帝
国
人
口
動
態
統
計
』で
の
死
亡
者
数
は

約
16
万
人
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
両
者
に

よ
る「
流
行
性
感
冒
」の
定
義
上
の
違
い
な

ど
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
誘

因
と
考
え
ら
れ
、
直
接
的
死
因
と
し
て
明
確
に

記
録
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
は
現

時
点
で
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
陸
軍
内
の

衛
生
関
係
の
統
計
資
料
で
あ
る『
陸
軍
省
統
計
年

報（
衛
生
ノ
部
）』で
は
、「
流
行
性
感
冒
」の
他
に

1
9
1
9（
大
正
8
）年
か
ら
は「
流
行
感
冒
性

肺
炎
」と
い
う
項
目
が
追
加
さ
れ
、「
流
行
性
感

冒
」に
注
視
し
た
分
類
が
行
わ
れ
て
い
た
点
は
注

目
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
歴
史
教
育
の
場
で
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
教
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と

も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
歴
史
教
育

の
み
な
ら
ず
、
た
と
え
ば
各
自
治
体
史
を
見
て
み

る
と
、
ス
ペ
イ
ン・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
け
で
は
な
く
、

感
染
症
に
つい
て
触
れ
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
に
少

な
い
の
で
す
。
こ
の
点
は「
い
の
ち
」を
め
ぐ
る
歴
史

へ
の
ま
な
ざ
し
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
く
か
と
い

う
問
題
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

現
下
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
た
め
、
か
つ
て
の

感
染
症
の
大
流
行
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
、
過
剰

に
恐
れ
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
と
も
に
生
き

て
い
く
こ
と
を
考
え
る
上
で
必
要
な
知
的
営
為
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

《
参
考
文
献
》

・
大
嶽
浩
良
編（
2
0
2
1
）

『
栃
木
の
流
行
り
病
・
伝
染
病
・
感
染
症
』下
野
新
聞
社

・
下
田
太
郎（
2
0
2
0
）

「
前
流
行
期
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
栃
木

県
の
状
況
」（『
歴
史
と
文
化
』第
29
号
）栃
木
県
歴
史

文
化
研
究
会

・
内
務
省
衛
生
局
編（
1
9
2
2
→
2
0
2
1
）

『
現
代
語
訳 

流
行
性
感
冒
』（
西
村
秀
一
訳
）平
凡
社

・
速
水
融（
2
0
0
6
）

『
日
本
を
襲
っ
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
』藤
原
書
店

・『
下
野
新
聞
』『
日
本
帝
国
人
口
動
態
統
計
』

図
3　
マ
ス
ク
を
着
け
な
い
リ
ス
ク
を
伝
え
る
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
（
国
立
保
健
医
療
科
学
院
図
書
館
蔵『
流
行
性
感
冒
』よ
り
）

図5　内務省衛生局が1921（大正10）年1月にまとめた『流行性感冒ノ予防要項』
　　　（部分、国立国会図書館蔵）

図
4　

罹
患
者
の
隔
離
を
勧
め
る
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
（
国
立
保
健
医
療
科
学
院
図
書
館
蔵『
流
行
性
感
冒
』よ
り
）

特集1 スペイン・インフルエンザの流行と宇都宮



7 December 2021 6

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
大
通

り
や
オ
リ
オ
ン
通
り
を
は
じ
め
と
す
る
商

店
街
に
も
少
し
ず
つ
活
気
が
戻
り
つつ
あ

り
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
中
心
部
の
商
店
街
へ
足
を

延
ば
し
、
買
い
物
や
飲
食
を
楽
し
ん
で
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
時
「
宇
都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
を
よ

く
目
に
す
る
な
」
と
感
じ
た
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

宇
都
宮
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
プ

ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
『
宇
都
宮
ブ

レ
ッ
ク
ス
』
の
藤
本
光
正
社
長
が
、
笑
顔

で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
は
宇
都
宮
の
チ
ー
ム
と
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
で
暗
く
な
り
が
ち
な
社
会
を
明

る
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
実
施
し
た
の
が
『
＃
街
中

ブ
レ
ッ
ク
ス 

プ
ロ
ジェク
ト
』
で
す
。

　

９
月
末
の
シ
ー
ズ
ン
開
幕
に
合
わ
せ
て
、

企
業
や
商
店
街
の
皆
さ
ま
ご
協
力
の
も

と
、
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
を

掲
示
す
る
事
で
街
を
ブ
レ
ッ
ク
ス
カ
ラ
ー

に
染
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　

市
内
に
ブ
レ
ッ
ク
ス
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
多
数
生
ま
れ
、
フ
ァ
ン
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
っ
て
拡
散
。
そ
の
活
気
の
広

が
り
は
県
内
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。「
私
た
ち
は
事
業
規
模
と
し
て
は

小
さ
い
で
す
が
、
地
域
や
社
会
に
与
え
る

影
響
力
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
の
力
を
借
り
て
、
地
域
へ
恩
返
し
が
で

き
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
藤
本
社
長
は
語

り
ま
す
。

　

２
０
２
０-

２
１
シ
ー
ズ
ン
は
、
そ
れ
ま

で
右
肩
上
が
り
で
成
長
し
て
き
た
ブ
レ
ッ

ク
ス
に
と
っ
て
試
練
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
シ
ー
ズ
ン
が
早
期
終

了
し
た
２
０
１
９-

２
０
２
０
シ
ー
ズ
ン
の

影
響
が
続
き
、
チ
ー
ム
の
活
動
も
制
限
さ

れ
、
苦
し
い
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
フ
ァ
ン
と
ふ
れ
あ
え
る

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
を
見
返
す
き
っ
か
け
に
も
な

っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

そ
れ
は
経
費
削
減
や
組
織
の
見
直
し

な
ど
に
よ
る
「
効
率
化
」
と
、
本
格
的

な
動
画
配
信
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
「
新
た
な

強
み
の
獲
得
」
で
し
た
。
特
に
後
者
は
、

こ
れ
ま
で
重
視
し
て
い
た
「
ア
リ
ー
ナ
で

試
合
を
生
で
観
て
も
ら
う
」
こ
と
に
加

え
て
、動
画
の
配
信
な
ど
で
魅
力
を
伝
え
、

フ
ァ
ン
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
し
た
。
藤
本
社
長
は
『
オ
ン
ラ
イ
ン

と
リ
ア
ル
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
』
と
表
現
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
新
た
な
強
み
を
獲
得

で
き
た
と
話
し
ま
す
。

　
「
ブ
レ
ッ
ク
ス
は
以
前
か
ら
地
域
貢
献

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
制
限

が
あ
る
中
で
、
子
ど
も
や
高
齢
者
に
向

け
た
健
康
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
貢

献
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
て
き
ま
し
た
」

　

以
前
か
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、
コ
ロ

ナ
禍
で
新
た
に
獲
得
し
た
強
み
で
チ
ー
ム

の
基
盤
は
さ
ら
に
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
３
×
３
国
際
大

会
の
宇
都
宮
開
催
な
ど
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ャ

ン
ス
に
、
地
域
や
地
元
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョン
を
さ
ら
に
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
商
工
会
議
所
と
連
携
で
き
る

と
よ
り
大
き
な
効
果
を
得
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
」

　

チ
ー
ム
の
今
季
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
Ｂ
Ｅ
Ｙ

Ｏ
Ｎ
Ｄ
（
超
え
る
・
越
え
る
）」。
よ
り
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
に
活
動
し
、
新
し
い
強
み
を

生
か
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
超
え
て
い
こ

う—

そ
ん
な
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
第
2
回
は
2
月
号
に
掲
載
予
定

UTSUNOMIYA BREX

チームの魅力を
アグレッシブに発信
スローガンは「ＢＥＹＯＮＤ」

特集2／【連載 】プロスポーツチーム　宇都宮ブレックス

特集2／プロスポーツチーム　宇都宮ブレックス

　宇都宮市をホームタウンとす
るプロスポーツチームの、コロ
ナ禍への対応や地域とのかか
わりについて連載します。
　第１回目は宇都宮ブレックス
です。

今季も毎試合、ファンとともに戦う宇都宮ブレックス

©TOCHIGI BREX INC.

©TOCHIGI BREX INC.©TOCHIGI BREX INC.

©TOCHIGI BREX INC.

©TOCHIGI BREX INC.

©TOCHIGI BREX INC.

2019年にブレックスに加入した
#6 比江島慎選手
日本代表として東京五輪出場
リーグ屈指の人気選手

「＃街中ブレックス プロジェクト」に、Ｔシャツ着用やポスター掲示などで
地元企業が協力（上は㈱コジマ、下は㈱栃木銀行）

日本人初のNBAプレイヤー#0 田臥勇太選手
ブレックス在籍14シーズン目
今季もキャプテンとしてチームを引っ張っている

コロナ禍による入場制限のもとで応援するファンたち

株式会社栃木ブレックス
代表取締役社長　 藤本光正さん

宇都宮ブレックス
株式会社栃木ブレックス
宇都宮市駒生２－10－28
☎０２８-６１２-６７３５
https://www.utsunomiyabrex.com



問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます








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外
食
虎
塾
・
安
田
社
長
を
お
招
き
し

講
演
会
を
開
催

う
つ
の
み
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
２
１

点
灯
式
＆
一
晩
だ
け
の
ワ
イ
ン
村
に
出
店

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

　

青
年
部
人
間
力
向
上
委
員
会
で
は
、

10
月
18
日（
月
）に「
し
く
じ
り
先
生

　

人
間
力
を
高
め
サ
バ
イ
ブ
力
を
高

め
よ
う
」
と
題
し
て
テ
レ
ビ　

マ

ネ
ー
の
虎
で
も
ご
活
躍
さ
れ
た
、
㈱

外
食
虎
塾
代
表
取
締
役
社
長　

安
田

久
様
を
講
師
に
お
招
き
し
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
で
あ
る
安
田
先
生
は「
47
都

道
府
県　

47
ブ
ラ
ン
ド　

47
地
方
活

性
化
店
舗
」を
理
念
に
多
数
飲
食
店

を
経
営
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
飲
食

業
界
の
カ
リ
ス
マ
で
す
。

　

講
演
で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

　

女
性
部
で
は
、
11
月
18
日（
木
）、

宇
都
宮
市
中
心
市
街
地
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
実
行
委
員
会
と
歴
史
と
光
の

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会
が
主
催
す
る「
う
つ
の
み
や

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
２
１
点
灯

式
＆
一
晩
だ
け
の
ワ
イ
ン
村
」に
出

店
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
が
出
店
す
る
の
は
３
回
目

で
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

女
性
部
も
協
力
し
た
い
と
い
う
熱
い

思
い
か
ら
、
出
店
を
始
め
た
も
の
で

す
。

　

女
性
部
の
出
店
ブ
ー
ス
で
は
、
豚

汁
、
お
に
ぎ
り
と
か
ら
揚
げ
の
セ
ッ

ト
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ホ
ッ
ト
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
の

自
粛
な
ど
が
続
い
て
い
ま
し
た
の
で
、

参
加
し
た
女
性
部
会
員
は
久
し
ぶ
り

起
業
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て

失
敗
さ
れ
た
か
と
い
う
事
や
、

経
営
が
傾
い
た
時
の
対
処
法

な
ど
に
つ
い
て
も
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
質
問
形
式

の
進
行
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
参

加
型
で
楽
し
く
、
そ
し
て
熱

く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
講
演
の
最
後
に
、

安
田
先
生
が「
成
功
の
た
め

の
人
生
設
計
」で
い
ち
ば
ん

大
切
な
こ
と
と
し
て
語
っ
た

の
が『
仲
間
が
い
ち
ば
ん
大

切
』
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
言
葉
は
多
く
の
メ
ン

バ
ー
に
突
き
刺
さ
り
、
講
演
会
終
了

後
に
は「
や
っ
ぱ
り
最
後
は
仲
間
」、

「
青
年
部
メ
ン
バ
ー
の
仲
間
を
大
切

に
し
よ
う
」と
い
っ
た
話
が
多
く
で

ま
し
た
。

　

今
回
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
リ

モ
ー
ト
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

約
１
０
０
人
の
青
年
部
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
、

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
人
間
力
向
上
委
員
会　

委
員
長　

清
矢　

司
）

安田先生（中央下段）を囲んでの記念撮影

フランクフルトや豚汁が好評でした

佐藤市長（右）から感謝状を受け取る藤井会頭（左）

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

当
所
議
員
職
務
執
行
者
の
変
更
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

㈱カンセキ
代表取締役社長

大田垣　一郎氏
（2021年 11月 11日付）

㈱カンセキ
代表取締役会長

長谷川　静夫氏

パスキン工業㈱
代表取締役

佐藤　　靖氏
（2021年 12月 1日付）

パスキン工業㈱
取締役会長

佐藤　　節氏

の
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な

く
、
会
員
同
士
の
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

（
会
長　

今
井　

キ
ヨ
）

　

当
所
で
は
、
令
和
４
年
10
月
に
開

催
さ
れ
る「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国

体
・
と
ち
ぎ
大
会
」を
応
援
す
る
た

め
に
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
西
側
に
、
協
賛
品
と
し

て
広
報
啓
発
用
看
板
の
作
成
と
設
置

を
行
い
ま
し
た
。
看
板
の
掲
出
期
間

は
、
令
和
４
年
12
月
頃
ま
で
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国

体
・
と
ち
ぎ
大
会
宇
都
宮
市
実
行
委

員
会
か
ら
の
協
賛
依
頼
に
応
じ
て
作

成
し
た
も
の
で
、
国
体
開
催
の
周
知

と
機
運
の
醸
成
に
繋
が
る
一
助
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
こ
の
協
賛
品
の
提
供
に

つ
い
て
、
宇
都
宮
市
長
か
ら
当
所
宛

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
・
と
ち
ぎ
大
会
」へ
の
協
賛

宇
都
宮
市
長
か
ら

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

JR宇都宮駅ペデストリアンデッキ西側に掲出した看板

　

小
規
模
事
業
者
を
除
く「
容
器
」

「
包
装
」（
商
品
の
容
器
お
よ
び
包
装

自
体
が
有
償
で
あ
る
場
合
を
含
む
）

を
利
用
し
て
商
品
を
販
売
す
る
事

業
者
、
容
器
を
製
造
・
輸
入
す
る
事

業
者
の
方
は
、
期
間
内
に「
特
定
事

業
者
」と
し
て
再
商
品
化
委
託
の
申

し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

令
和
４
年
２
月
26
日（
水
）ま
で

【
申
込
方
法
】

〈
書
類
に
よ
る
申
し
込
み
〉

当
所
地
域
振
興
部
に
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
し
込
み
〉

日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
自
社
が
特
定
事
業
者
で
あ
る
か
の

判
断
等
の
ご
相
談
に
つ
い
て

日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
-５
２
５
１
-４
８
７
０

◎
委
託
申
込
関
係
書
類
の
請
求
に
つ

い
て

日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
-５
６
１
０
-６
２
６
１

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
・
再
商
品
化
委
託
申
込

令
和
４
年
度
の
委
託
申
込
が
開
始
し
ま
し
た

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

日本容器包装
リサイクル協会
ホームページ

※2021年11月11日付で副会頭を退任



会員登録
情報の変更
について

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131
社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務所の移動による住所の変更、代表者または
支店長の変更などが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

会 員 情 報 変 更 が あ り ま し た ら ご 一 報 く だ さ い！

（独）中小企業基盤整備機構の新型コロナウイルス感染症特別利子補給制度の対象制度です。

経営改善利率1.21%（令和3年12月1日現在）より
当初3年間 ▲0.9%引下げ

※金利引下げの限度額は、日本政策金融公庫の「新型コロナウイルス感染症特別貸付」、
「生活衛生新型コロナウイルス感染症特別貸付」および「新型コロナウイルス対策衛経」
との合計で6,000万円となります。

融資限度額 ： 別枠1,000万円

ご利用
いただける方

〈問合せ〉 経営支援部  ☎028-637-3131

運転資金 ：   ７年以内（うち据置３年以内に延長）
設備資金 ： １０年以内（うち据置４年以内に延長）

新型コロナウイルス対策マル経（金利▲0.9%引き下げ）

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて
一時的な業況悪化をきたした小規模事業者で次のいずれかの方
① 最近１カ月等（注）の売上高または過去 6カ月 (最近 1カ月を含む )の平均売上高が前３年のい
ずれかの年の同期と比較して５％以上減少した方

② 前３年全ての同期との比較が望ましくない場合であって、最近１カ月間等（注）の売上高または過去
6カ月 (最近 1カ月を含む )の平均売上高が、次のいずれかと比較して５％以上減少している方
●過去 3カ月（最近 1カ月を含む）の平均売上高
●令和元年 12月の売上高
●令和元年 10月～ 12月の平均売上高
（注）最近１カ月間の売上高のほか、最近 14日間以上 1カ月間未満の任意の期間における売上高

資金の使いみち

取扱期間

金利

令和4年3月31日まで

1011 December 2021

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
・
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く（
法
人
役
員
の
家
族
従

業
員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（令和3年12月1日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.21％
（令和3年12月1日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

当所ＨＰを
今すぐ
チェック！

▢新型コロナに関する支援施策も掲載！ 

▢支援機関のプロも使う情報収集サイトを掲載！

ど の よ う な 支 援 施 策 を お 探 し で す か ？

毎月
情報更新

経営支援
ガイド

ＷＥＢ版

問合せ／ 経営支援部  TEL.028-637-3131

電子帳簿保存法が改正されました（令和４年１月１日施行） 帳簿書類を電子的に保存する際の手続き等について、
抜本的な見直しがなされました。

電子帳簿等保存 スキャナ保存
紙で受領・作成した書類を
画像データで保存すること

電子的に作成した帳簿・書類をデータのまま
保存すること

要件が緩和されました

要件が緩和されました

特に　　の電子取引の改正は、所得税と法人税を申告する事業者すべてが対象です。

電子取引
電子的に授受した取引情報を
データで保存すること

要件の緩和と一部強化が行われています。
請求書等の取引書類を電子データで授受
している方は注意が必要です。

1 2

3要件の緩和と

一部強化

3 詳しくは　                                     で検索国税庁　電子帳簿保存法

!

　

宇
都
宮
市
内
の
中
心
商
業
地
の
空

き
店
舗
に
新
規
出
店
す
る
場
合
、
内

外
装
改
造
費
や
経
営
財
務
診
断
費
に

つ
い
て
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
補
助
内
容
】

◎
内
外
装
改
造
に
要
し
た
費
用

①
一
般
店
舗
に
出
店
し
た
場
合

　

補
助
率
30
％
、
40
％
、
50
％

の
い
ず
れ
か（
限
度
額

１
５
０
万
円
）

※
補
助
対
象
エ
リ
ア
に
よ
り
補

助
率
は
異
な
り
ま
す

②
大
谷
石
蔵
に
出
店
し
た
場
合

　

補
助
率
30
％
（
限
度
額

２
０
０
万
円
）

◎
専
門
家
の
経
営
財
務
診
断
に
要

し
た
費
用（
申
請
時
・
開
店
６
カ

月
後
・
開
店
１
年
後
）

　

補
助
率
50
％
（
限
度
額 

１
回
に

つ
き
１
万
５
千
円
）

◎
お
も
て
な
し
事
業
を
実
施
す
る

場
合
の
費
用

　

補
助
率
30
％
（
限
度
額
50
万
円
）

　

当
補
助
金
制
度
の
利
用
に
は
一
定

の
条
件（
出
店
場
所
や
業
種
な
ど
）が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
出
店
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
で
、
本
制
度
の
詳
細
を
お
聞
き

に
な
り
た
い
方
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
店
舗
出
店
補
助
金

中
心
部
の
空
き
店
舗
に
新
規
出
店
を

検
討
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

地
域
振
興
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

▼

▼

▼

▼

▼

▼

補助金手続きの流れ（概要）

相談

申込（店舗開店後60日以内）

審査委員会

受給資格認定書発行
（認定者のみ）

内外装改造費用および
経営財務診断費用の請求手続き

審査委員会

補助金の交付

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目
みそだれやきとり大ちゃん 宇都宮市今泉町２５４２－８清水貸店舗Ａ棟 070-8586-0463 飲食サービス（酒場、ビヤホール）

㈱満勝 宇都宮市西原町１９５－３９サーパス不動前７０７ 090-8890-6416 卸売（計量器・理化学機械器具・光学機械器具等卸売）

Ｎ＆Ａ 宇都宮市江曽島町1306-19マンションヴィガラス３０３ 080-3587-7290 建設（内装工事）

個人菊地タクシー 宇都宮市平松本町８６８－７高橋ハイツ１号 090-2623-3231 道路旅客運送（一般乗用旅客自動車運送）

マジオワークライセンススクール宇都宮校 宇都宮市平出町３７３４－８ 028-666-7555 その他の教育（職業訓練施設）

カジルシイチバ 宇都宮市鶴田町１９８０－３３ 028-648-3054 小売（パン小売）

福島商事㈱ 宇都宮市鐺山町東原２０５１－３ 028-667-7200 卸売（家具・建具卸売）

㈱種一 宇都宮市二荒町２－６ 028-637-7001 飲食サービス（酒場、ビヤホール）

サンデン・リテールシステム（株）関東支社宇都宮営業所 宇都宮市城南３－１１－２ 028-680-6990 製造（冷凍機・温湿調整装置製造）

Ｌ.ｐ.ｓ hair 宇都宮市中央１－１１－８加古ビル２階 028-666-7442 生活関連サービス（美容）

合同会社クジラ 宇都宮市東宿郷４－１－２５早川ビル２階 028-638-7500 専門・技術サービス（経営コンサルタント）

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅ㈱ 宇都宮市馬場通り３－１－１５ 028-666-4298 飲食サービス（焼肉店）

㈱カドカラ 宇都宮市江曽島本町３－１７ 028-637-2742 飲食サービス（酒場、ビヤホール）

Ｂar ＫＡＺ 宇都宮市宮園町３－１ 090-3814-5175 飲食サービス（酒場、ビヤホール）

カクイシ工業㈱ 宇都宮市江曽島町１－１２－２　４号棟 028-305-1327 建設（はつり・解体工事）

㈱リンク 宇都宮市城南２－８－２３ 028-666-0084 小売（他に分類されないその他の小売）

総合建築小池工業 宇都宮市富士見ヶ丘１－２３－１９ 028-627-4047 建設（建築リフォーム工事）

こぐち整骨院コンディショニングアンドカイロプラクティックオフィス 宇都宮市大通り５－３－３ 028-621-3925 医療（あん摩マッサージ指圧師等）

Ｍy's Life Japan㈱ 宇都宮市陽東１－７－２３コーポエミリー２０１ 028-611-3716 専門・技術サービス（他に分類されない専門サービス）

令和3（2021）年9月1日～10月22日加入分（順不同・敬称略）             ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

新
入
会
員
の
皆
さ
ま
を

ご
紹
介
し
ま
す

新
入
会
員
の
紹
介



有限会社 随想舎
WEB天地人をチェック！！ 028-616-6605 028-616-6607

1213 December 2021

商
圏
レ
ポ
ー
トM

ミ

ー

ナ

ieN
a

を
活
用
し
、自
社
の
商
圏
分
析
を

商
圏
分
析
支
援

　
「
新
店
舗
を
開
店
し
た
が
思
う
よ

う
に
お
客
さ
ま
が
こ
な
い
」「
新
商

品
発
売
の
た
め
、
チ
ラ
シ
を
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
し
た
が
あ
ま
り
効
果
が
な

か
っ
た
」な
ど
の
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
「
商
圏
レ
ポ
ー
トM

ieN
a

」を
当
所

で
は
活
用
し
、
そ
の
よ
う
な
課
題

解
決
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
商
圏
レ
ポ
ー
トM

ieN
a

」と
は
、

人
口
・
世
帯
デ
ー
タ
や
消
費
支
出
・

購
買
力
デ
ー
タ
な
ど
を
基
に
作
成

さ
れ
、
地
域
特
性
を
検
証
し
た
商

１
の
よ
う
な
レ
ポ
ー
ト
形
式
の
も

の
だ
け
で
な
く
、
地
図
上
で
競
合

先
や
商
圏
を
検
索
で
き
る
ツ
ー
ル

も
備
わ
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

開
店
し
た
い
立
地
の
競
合
先
や
周

辺
の
世
帯
数
な
ど
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す（
図
２
）。

　

こ
う
い
っ
た
商
圏
分
析
は
、
新
商

品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
お
よ
び

新
事
業
へ
の
展
開
を
す
る
際
に
特
に

重
要
で
す
。
ど
の
程
度
の
集
客
や

売
上
が
見
込
め
る
か
を
分
析
す
る

こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
変
化
し

圏
レ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
、
戦
略
的
に
自
社
の
事
業

計
画
や
行
動
プ
ラ
ン
策
定
を
支
援
す

る
商
圏
分
析
ツ
ー
ル
で
す
。
市
内
の

町
丁
目
大
字
と
い
っ
た
細
や
か
な
範

囲
・
数
値
を〈
見
え
る
化
〉し
、
よ
り

具
体
的
な
戦
略
を
練
る
こ
と
が
で
き

ま
す（
図
１
）。

　

ま
た
、
産
業
区
分
に
よ
る
業
種
別

の
就
業
者
数
・
民
営
従
業
者
数
も
表

示
で
き
る
た
め
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
の
方
だ
け
で
な
く
製
造
業
の
方
に

と
っ
て
も
有
効
で
す
。
さ
ら
に
、
図

た
市
場
の
動
向
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
新
商
品
・

新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
お
よ
び
新
事
業

へ
の
展
開
を
可
能
と
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
自
社
の
商
圏
を
分
析

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議

会
は
、
中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府

県
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中

立
な
公
的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
も
の
の
、

財
務
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小

企
業
を
対
象
に
、
き
め
細
か
い
経
営

相
談
・
再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

専任アドバイザーによる窓口相談
●財務諸表等により現状分析　●支援施策の紹介　●企業再生の可能性の検討

第一次
対 応

専門家チームが再生計画の策定を支援
●再生手法の検討→再生計画の策定　●債権者間調整～合意

第二次
対 応

企業再生

◎事業自体は円滑に行われているが、過去の投資等による借入金の返済負担等で、
資金繰りが悪化している場合

◎事業存続の見通しはあるものの、事業見直しや金融機関との調整が必要な場合
◎災害により、被害を受けた場合など

再生計画スタート　●再生計画の進捗状況をサポート

再生計画を策定して金融機関との調整が必要な場合

ただし再生計画策定において
必要に応じてご負担いただく場合があります。

このような
ケースに
当てはまる

企業が対象です

相談費用 相談無料
ご相談内容は守秘義務により
厳重に管理します。守秘義務

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会を紹介されることもあります。

ホームページ https://www.tochigi-saiseishien.jp
ご相談は事前に電話またはホームページ内メールフォームでのご予約をお願いします。

栃木県中小企業
再生支援協議会
ホームページ

会報「天地人」は毎月10日発行

ご
活
用
く
だ
さ
い
！  

会
報「
天
地
人
」を
使
っ
た
P
R

　

当
所
で
は
、
会
報「
天
地
人
」を

毎
月
10
日（
年
12
回
）、
会
員
事
業
所

を
は
じ
め
、
全
国
主
要
商
工
会
議
所

な
ど
関
係
団
体
向
け
に
8
0
0
0
部

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

先
取
り
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る「
巻

頭
特
集
」、
商
工
会
議
所
事
業
案
内
、

歴
史
的
読
み
物
な
ど
、
経
営
者
に

役
立
つ
情
報
を
満
載
に
し
て
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
会
報

「
天
地
人
」の
ご
活
用
方
法
を
2
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
有
料
折
込（
折
込
チ
ラ
シ
）

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
報「
天
地
人
」

に
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
作
成

さ
れ
た
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封

し
て
発
送
す
る
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
案
内
チ
ラ
シ
は
、

本
誌
と
一
緒
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
直
接
D
M
す
る
よ
り
も

安
価
に
発
送（
6
5
0
0
部
折
り
込

み
）で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
誌
面
広
告

　

文
字
ど
お
り
、
誌
面
に
広
告
を
掲

載
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
定
型

の
形
で
誌
面
に
掲
載
す
る「
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
広
告
」や
、
当
方
で
取
材
し
、

記
事
の
よ
う
な
形
で
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
ご
紹
介
す
る「
記
事
型
広

告
」、
発
送
用
封
筒
裏
面
広
告（
6
ヵ

月
単
位
）な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
経
営
者
に
直
接
お
届
け
す

る
、
会
報「
天
地
人
」。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
広
告
や
折
込
チ
ラ
シ
の
詳
細
は
、

W
E
B
「
天
地
人
」を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）・
誌
面
広
告
掲
載
企
業
募
集
！

WEB天地人

図1　分析結果は分かりやすくアウトプット

図2　MAPで競合先や周辺情報を把握



商工会議所共済制度

1415 December 2021

専 門 相 談 オンライン研修講座（共催：東京商工会議所）

無料の専門相談をご利用ください 受講料の一部補助キャンペーン実施中
ここではまもなく開催する研修講座の一部をお知らせします。
キャンペーン期間中は、受講後当所から 3,000 円を補助します。

会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

■企業年金相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
	 改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 1月11日（火） 、2月8日（火）　午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■ 1日知財窓口（偶数月第3金曜日・要予約）
日　時	 12月17日（金） 、2月18日（金）　午後１時３０分～４時３０分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■テレワーク相談窓口（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 当所ホームページから受付
内　容	 自宅で社内環境を利用したい、テレワークしたい等
相談員	 NTTユーザ協会宇都宮地区協会
問合せ	 経営支援部

■事業承継窓口相談会（要予約）
相談日	 12月16日（木）　午前9時30分～午後4時
	 1月以降は希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 電話予約
内　容	 事業承継に関する相談
相談員	 栃木県事業承継引継ぎ支援センター担当者
問合せ	 経営支援部

■働き方改革相談窓口（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 有給休暇年５日の確実な取得、時間外労働の上限規制、
	 同一労働同一賃金など
相談員	 社会保険労務士等有資格者
問合せ	 地域振興部

  社会保険実務講座〔入門編〕　　　　　　

日　時	 1月18日（火）　午前10時〜午後４時30分
内　容	 社会保険制度の改正点や必要不可欠な社会保険の基本的な

知識について、実務上発生しやすい事例を交えながら習得で
きます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 
会員：19,800円 ➡ 実質負担 16,800円

  ポストコロナ時代のための
  人材育成体系作成基本講座 
日　時	 １月18日（火）　午後１時〜４時30分
内　容	 人材育成を成功させる目標管理の技術や研修を活かせる会社

がやっている事前準備と事後フォローなどが学べます。
◎受講料（税込、資料代含む）
一般：11,000円 
会員：5,500円 ➡ 実質負担 2,500円

  【個別相談会】ポストコロナ時代のための
  人材育成体系作成基本講座
日　時	 １月25日（火）　午前10時〜午後４時30分（うち１社あたり45分）
内　容	 １月18日（火）開催の講座終了後、実際に企画検討中の人材

育成体系案について相談が受けられます。（定員６名）
◎受講料（税込、資料代含む）
一般：11,000円 
会員：5,500円 ➡ 実質負担 2,500円

  総務担当者向け基礎実務講座

日　時	 ２月２日（水）　午前10時〜午後４時30分
内　容	 情報管理的にも経営管理的にも総務の役割が増大している中

で、近代的な総務の役割について、具体的事例を交えて学
べます。

◎受講料（税込、資料代含む）
一般：39,600円
会員：19,800円➡ 実質負担16,800円　　

  社会保険実務講座〔実践編〕

日　時	 ２月９日（水）　午前10時〜午後４時30分
内　容	 社会・労働保険の書類作成に重点を置き、社員の入社から退

職までに発生するさまざまな手続きや労働保険の年度更新・
社会保険の算定基礎届等の手続き時の確認事項や注意点に
ついて、各種届出書類の記載例を交えながら習得できます。

◎受講料（税込、資料代含む）
一般：39,600円
会員：19,800円 ➡ 実質負担 16,800円

  ビジネスマナートレーニング講座〔入門編〕

日　時	 ２月14日（月） 午前10時〜午後４時30分
内　容	 形式重視やマニュアルありきのマナーではなく、CS（顧客満足度）

と業績を高めるビジネスマナーを習得できます。
◎受講料（税込、資料代含む）
一般：39,600円 
会員：19,800円 ➡ 実質負担 16,800円

■オンライン経営相談（毎週 月・水・金・要予約）
日　時	 月・水・金 （午前10時〜午後4時 相談時間50分）
受　付	 当所ホームページから受付
内　容	 資金繰り、小規模事業者持続化補助金、ものづくり補助金、
	 IT導入補助金、販路開拓ほか
相談員	 中小企業診断士	
問合せ	 経営支援部

視聴方法：Zoomライブ配信
申　　込：	各研修の申し込みページ
	 	 または当所ホームページから
	 	 お申し込みください。
問 合 せ : 総務部 ☎028-637-3131
■研修内容

相談
無料

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
株式会社 とちぎテラス
☎028-678-2720  5028-678-2740 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

※研修講座内容および受講料の一部補助の詳細や年間スケジュールは、
　当所ホームページからご確認ください。

当所ホームページ
（オンライン研修講座）

オンライン
経営相談

法律相談

一日知財窓口

テレワーク相談

12月のふれあい共済等
口座振替日

12月22日（水）
〈振替対象〉

	 ◎ふれあい共済
	 ◎特定退職金共済
	 ◎その他アクサ生命㈱の	
	 　団体扱い保険

ふれあい共済の保障内容（Ｅコース１口）
      見舞金・祝給付金・補助制度の給付内容（Ｅコース１口）

表1

ふれあい共済[入院給付金付災害割増特約・
ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）]

※ご加入にあたってはパンフレット、重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

560万円 一律 15,000円

一律 10,000円

一律 20,000円

一律 30,000円

一律 40,000円

一律 50,000円

一律 4,000円
一律 100,000円
一律 10,000円
一律 10,000円
一律 10,000円

記念品

記念品

5日以上

1日以上
6日以内
7日以上
14日以内
15日以上
24日以内

25日以上
59日以内

60日以上

120万円
（死亡保険金）

560万円

120万円

1日あたり
（日帰り入院から60日限度）
3,740円

不慮の事故による死亡
[死亡保険金（主契約）＋災害保険金]

不慮の事故による通院見舞金
（通院日数５日以上、一人１保険期間２回限度）

病気による入院見舞金

当所主催人間ドック・成人病健診・健康診断補助
要介護認定見舞金（要介護5）
成人祝給付金
結婚祝給付金
出産祝給付金

一律 5,000円小学校入学祝給付金
還暦祝品（60歳6カ月に達し、制度更新をした加入者）
加入年齢の満了祝品（75歳6カ月に達し、制度を満了した加入者）

（入院１日以上、一人１保険期間２回限度）

上記以外の事由により死亡

不慮の事故による高度障害
（高度障害保険金+災害高度障害保険金）

傷害または疾病による高度障害
（高度障害保険金）

不慮の事故による入院
（入院給付金）

お支払い事由 保険金額

死
　亡

4万円ガン入院一時金
（ガンで１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

2万円
6大生活習慣病入院一時金
（６大生活習慣病で１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

10万円
ガン先進医療一時金
（ガンの治療を直接の目的とした先進医療による療養を受けたとき）

入 

院 

・ 

治 

療

高
度
障
害

表2

給付内容 給付金額
特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
定
期
保
険

 （
団
体
型
）引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ふ
れ
あ
い
共
済

　

ふ
れ
あ
い
共
済（
入
院
給
付
金

付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン
重
点
保

障
型
生
活
習
慣
病
一
時
金
特
約
付

定
期
保
険（
団
体
型
））の
利
益
配

当
金
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り
確
定

し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

【
対
象
期
間
】

令
和
2
年
10
月
１
日
〜

令
和
3
年
９
月
30
日

【
振
込
予
定
日
】

令
和
3
年
12
月
22
日（
水
）

【
利
益
配
当
金
額
】

加
入
事
業
所
に
明
細
書
を
郵
送
し

ま
す
。

【
振
込
先
】

ふ
れ
あ
い
共
済
掛
金
の
振
替
預
金

口
座
に
お
振
り
込
み
し
ま
す
。

※
既
に
ふ
れ
あ
い
共
済
を
脱
退
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、加
入
月
数
に
応

じ
た
利
益
配
当
金
と
な
り
ま
す
。

※
ふ
れ
あ
い
共
済（
入
院
給
付
金
付

災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン
重
点
保
障
型

生
活
習
慣
病
一
時
金
特
約
付
定
期

保
険（
団
体
型
））は
、当
所
会
員
限

定
の
共
済
制
度
で
、死
亡
や
高
度
障

害
、ケ
ガ
、ガ
ン
ま
た
は
６
大
生
活

習
慣
病
で
の
入
院
な
ど
に
対
す
る

保
障
の
ほ
か
、当
所
独
自
の
給
付
制

度（
見
舞
金
・
祝
給
付
金
・
給
付
品
・

補
助
制
度
）が
あ
り
、事
業
主
の
方

の
保
障
や
従
業
員
の
方
の
福
利
厚

生
に
適
し
て
い
ま
す
。１
年
更
新

で
、医
師
に
よ
る
診
査
は
不
要
。業

務
内
外
を
問
わ
ず
24
時
間
保
障
さ

れ
ま
す
。ご
契
約
の
際
に
は
、パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、重
要
事
項
説
明
書

（
契
約
概
要
・
注
意
喚
起
情
報
）

を
必
ず
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
共
済
の
利
益
配
当
金
が
確
定
し
ま
し
た

講座No.103410

講座No.108852

講座No.108853

講座No.107690

講座No.103251

講座No.103544

3,000円補助

3,000円補助

3,000円補助

3,000円補助

3,000円補助

3,000円補助
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書を FAX で送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

株式会社デジロウ
〒320-0055 

栃木県宇都宮市下戸祭1丁目9-16
ホームページからお問い合わせください

https://www.digirow.com

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル ◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311�
人文系テーマ展「昔のこと知ってっけ？ －道具を知れば暮らしが見える－」
12月11日（土）～2022年3月27日（日）
「鎌倉殿 －源頼朝の義兄弟　足利氏の軌跡－」
2022年1月15日（土）～2月13日（日）
「生誕140年 野口雨情　－童心の詩人と終焉の地・宇都宮－」
2022年1月15日（土）～2月13日（日）
自然系テーマ展「クビアカツキカミキリ　－話題の害虫まるわかり－」
2022年1月23日（日）まで   （当館HPより）
一般=260円／大・高校生=130円／中学生以下無料

◎栃木県立美術館 ☎028-621-3566
企画展「名画でたどる西洋絵画400年-珠玉の東京富士
美術館コレクション」
12月26日（日）まで
　東京富士美術館は、1983年に東京都八王子市に開館した美
術館であり、日本・東洋・西洋の各国、各時代のさまざまなジャ
ンルの作品約3万点を収蔵しています。中でもその西洋絵画コレ
クションは、16世紀のイタリアルネサンスから20世紀までの西
洋絵画史をほぼ一望できるほどの極めて充実したものです。（後
略）共催：下野新聞社（当館HPより）
一般＝1200円／大高生＝600円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
2021（令和3）年8月2日（月）から2022（令和4）年秋頃まで
空調改修、照明LED等の工事のため休館となります。

応募先
〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には
　使用しません。

Ａ～Jの文字を並べ替えて、ある言葉をつくってください
〈ヒント〉 	今後の人口増対策に拡大しているLEDの光や温度の管理をした室内環境の下で
	 野菜などを生産する施設

1.
2.
3.
4.
5.
6.
9.
10.
13.
14.
17.
18.
19.
21.
22.

1.
4.
7.
8.
11.
12.
15.
16.
19.
20.
21.
23.
24.
25.

この時期商店やデパートで○○○○大商戦が真っ盛り
車も歩行者も信号○○は危険がいっぱい
エスプレッソに牛乳を加えた飲み物。カフェ○○
男性の朝の身だしなみのひとつ。○○○○○を使ってヒゲ剃り
せっかちや短気な性格
宇都宮にも縁のあった江戸中期の俳人、画家「与謝○○○」
心配事があったり不快なときは○○をひそめますね（顔の一部）
ミュージシャンや俳優に支払われる報酬のこと
日本各地の河川や湖沼にいる淡水魚の一種。ハヤとも言う
若い頃は色気よりこれが勝る人も多いですね
おでんのタネやふろふき○○○○などで食する野菜。この時期おいしい
上野動物園で生まれた双子のパンダの名はオスが「シャオシャオ」メスは？
古代中国の偉大な思想家の一人
もうしばらくは「○○○コロナ」の日常が続きそうです
よく言います。「○○の皮が突っ張る」ほどほどに

いかにも寒そうな冬の空
平安時代「源氏物語」の作者「紫○○○」
ことわざ「○○の上にも三年」
自分のことをほめることをよく○○○○○と言います
映画「MINAMATA」でジョニー・デップが演じた写真家「○○○○・スミス」
夏の「オリパラ」であまり出番の機会が少なかったですね
ロシアの作家トルストイの創作民話の代表作「イワンの○○」
エンジン、プロペラがなく滑空する航空機
大型の淡水魚「○○こく」「○○の洗い」が美味
ことわざ「三十六○○逃げるにしかず」
フランス語で「はい」「そうです」を言う言葉
婚礼や嫁入りを昔はこう言うことも
まったく勿体ない○○○○○ロスの多さ。社会問題にもなっています。
狭い見識に基づいて物事を判断することのたとえ「ヨシの○○から天井を覗く」

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

●	

以
下
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
12
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

か
つ
て
は
全
国
に
数
多
く
い
た
猟
師

た
ち
で
す
が
、
時
代
が
変
わ
り
今
は
携

わ
る
人
も
減
り
、
現
役
猟
師
の
ほ
と
ん

ど
が
高
齢
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

本
書
は
そ
の「
猟
師
」に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、
栃
木
県
内
在
住
の
故
人
を
含
め

た
16
人
の
猟
師
た
ち
に
体
験
を
聞
き
書

き
し
た
労
作
で
す
。「
聞
き
書
き　

猟

師
た
ち
の
物
語
」と
副
題
に
あ
る
通
り
、

猟
師
た
ち
の
話
し
言
葉
を
活
か
し
た

文
章
を
読
む
と
、
ま
る
で
直
接
親
し
く

話
を
聞
い
て
い
る
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
関
係
者
の
コ
ラ
ム
や
迫
力
あ
る

写
真
、
そ
れ
に
巻
末
の
解
説
や
用
語
集

は
、
そ
の
世
界
に
詳
し
く
な
い
読
者
に

と
っ
て
有
効
な
道
し
る
べ
と
な
る
で

し
ょ
う
。

『
下
野
猟
師
伝
』

丸
山
美
和［
著
］

随
想
舎

1
9
8
0
円（
税
込
）

光
と
影
。

光
の
裏
に
は
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る

影
の
存
在
が
あ
る
。

縁
の
下
の
力
持
ち
に
日
頃
か
ら

感
謝
を
持
て
る
よ
う
に
し
た
い
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　１９７５年熊本生まれ。東京理科大学卒業後、ＮＴＴに就職。約
３年後に書道家として独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺
産「平泉」など、数々の題字を手掛ける。講演活動やメディア出演
のオファーも多数。ベストセラーの『ポジティブの教科書』のほか、
著書は 50 冊を超える。２０１３年度文化庁から文化交流使に任命さ
れ、ベトナム・インドネシアにて、書道ワークショップを開催、17
年にはワルシャワ大学にて講演など、世界各国で活動する。近年、
現代アーティストとして創作活動を開始し、15 年カリフォルニアに
て、アメリカ初個展、19 年アートチューリッヒに出展、20 年には、
ドイツ、代官山ヒルサイドフォーラム、日本橋三越、大丸松坂屋（京
都店・心斎橋店）、GINZA　SIX、伊勢丹新宿店にて、個展を開催し、
盛況を博す。

公式ホームページ : https://www.souun.net/
公式ブログ【書の力】 : http://ameblo.jp/souun/
LINE ブログ : http://lineblog.me/takeda_souun/
Face book : https://www.facebook.com/souun.calligraphy?hc_
ref=SEARCH&fref=nf
Twitter : https://twitter.com/souuntakeda?lang=ja
Instagram : https://www.instagram.com/souun.takeda/?hl=ja

武田  双雲 
たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

「光影」
　

接
客
中
に
電
話
予
約
の
対
応
で
時
間

を
取
ら
れ
る
、
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ

て
や
り
た
い
事
が
で
き
な
い
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
し
て
毎
月
の
売
上
を
安
定

さ
せ
た
い
、
値
引
き
集
客
か
ら
脱
却
し

て
店
の
利
益
を
増
や
し
た
い
。
店
舗
運

営
で
こ
ん
な
お
悩
み
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

か
ん
た
ん
予
約
D
X
は
「
世
界
で

1
番
使
い
や
す
い
予
約
シ
ス
テ
ム
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
人
手
不
足
と
集
客
に
お

悩
み
の
店
舗
さ
ま
向
け
に
開
発
さ
れ
た

予
約
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

予
約
業
務
や
集
客
業
務
を
自
動
化
す

る
こ
と
が
で
き
、
短
期
間
で
業
務
効
率

を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

株
式
会
社
デ
ジ
ロ

ウ
は
、
２
０
０
７
年
に

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
受

託
開
発
を
行
う
個
人

事
業
と
し
て
東
京
都

港
区
で
創
業
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
２

年
に
創
業
者
の
生
ま

れ
故
郷
で
あ
る
宇
都

宮
市
で
法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。
会
社

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「Em

pow
er 

people w
ith technology. - 

誰
も
が

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発
揮
で
き
る
社
会
を

創
造
す
る
。」
を
掲
げ
、
ー
Ｔ
事
業
を
通

じ
て
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

※新型コロナウイルス対策により休館、延期になる場合がありますので、
　お出かけの際は事前にお確かめください。また、栃木県の緊急事態宣言の
　発令により9月12日（日）まで臨時休館となります。解答フォーム

かんたん予約ＤＸ　　　https://www.yoyakudx.com株式会社デジロウ

情報求ム！WEB版会員情報局　
熱意を持ってご紹介できる自社商品・サービスの情報をお寄せください！
新規・独自性のあるものは本誌でご紹介します！
詳細は右記の公式サイトからご覧ください。
https://www.ucci-support.com 公式サイト

会員
情報局

ど
ん
な
会
社
？



　

盛
ん
に
車
が
行
き
交
う
宇
都
宮
環
状

道
路
、
通
称
〝
宮
環
〟。
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮

駅
を
中
心
に
ほ
ぼ
円
形
を
な
す
交
通
の
大

動
脈
の
真
西
、
鹿
沼
街
道
を
跨
ぐ
陸
橋
は

「
雨
情
陸
橋
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
西
の
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
、
童

謡
・
民
謡
詩
人
と
し
て
名
を
馳
せ
た
野
口

雨
情
の
旧
居
が
あ
る
こ
と
が
由
来
だ
。
昭

和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
建
物
は
、
近

隣
住
民
の
努
力
で
維
持
管
理・保
存
さ
れ
、

鹿
沼
街
道
の
拡
張
に
と
も
な
う
現
在
地
へ

の
移
転
を
経
て
、
国
登
録
有
形
文
化
財

と
な
って
い
る
。

　

童
謡
「
七
つ
の
子
」「
赤
い
靴
」「
シ
ャ

ボ
ン
玉
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
雨
情
は
、
明

治
15（
1
8
8
2
）
年
に
茨
城
県
の
磯
原

（
現
・
北
茨
城
市
）
で
生
ま
れ
た
。
鈴

木
三
重
吉
の
『
赤
い
鳥
』
と
並
ん
で
童
謡

界
を
牽
引
し
た
児
童
雑
誌『
金
の
船
』『
金

の
星
』
な
ど
に
次
々
と
童
謡
を
発
表
し
た

ほ
か
、「
波は

ぶ浮
の
港
」
や
「
船せ

ん

頭ど
う

小こ

唄う
た

」

な
ど
の
民
謡
も
数
多
く
世
に
送
り
出
し
て

い
る
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
風
潮
と
相

ま
っ
て
、
文
化
や
教
育
の
面
で
も
自
由
主

義
が
隆
盛
し
た
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
、
一
世
を
風ふ

う

靡び

し
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

そ
の
雨
情
が
最
晩
年
を
過
ご
し
た
の

が
、
鶴
田
町
の
羽
黒
山
麓
に
建
て
ら
れ
た

こ
の
小
さ
な
家
で
あ
る
。
病
が
悪
化
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
療
養
を
か
ね
て

昭
和
19（
1
9
4
4
）
年
に
東
京
・
吉
祥

寺
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
雨
情
一
家
は
、

細
々
と
し
た
農
業
で
生
計
を
立
て
な
が
ら

過
ご
し
た
。
そ
し
て
ほ
ぼ
一
年
後
の
昭
和

20
年
1
月
27
日
、
雨
情
は
終
戦
を
待
た

ず
し
て
静
か
に
眠
り
に
つい
た
の
で
あ
る
。

　

宇
都
宮
に
移
っ
た
頃
に
は
詩
作
も
で
き

な
い
ほ
ど
に
体
は
衰
え
て
い
た
と
い
う
が
、

そ
れ
で
も
高
名
な
詩
人
の
来
宇
は
、
地
域

の
人
々
か
ら
歓
迎
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら

れ
た
。

　

ご
子
孫
の
手
元
に
、「
宇
都
宮
市
外
鶴

田
羽
黒
山
麓
」
と
記
さ
れ
た
名
刺
が
残
っ

て
い
る
。
そ
の
裏
面
に
は
、「
御
道
順
」

と
題
さ
れ
た
地
図
が
妻
つ
る
の
手
に
よ
っ

て
青
い
イ
ン
ク
で
描
か
れ
て
い
た
。
住
み

慣
れ
た
吉
祥
寺
の
家
を
売
り
払
っ
て
ま
で

鶴
田
の
地
に
移
住
し
た
の
は
、
疎
開
と
い

う
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
地
で

余
生
を
過
ご
す
つ
も
り
だ
っ
た
か
ら
で
は
な

い
か

―
。
近
代
文
学
研
究
家
で
あ
っ
た

子
息
の
存の

ぶ

彌や

氏
は
、
そ
の
よ
う
に
書
き
残

し
て
い
る
。
こ
の
名
刺
の
表
裏
に
記
さ
れ
た

「
鶴
田
羽
黒
山
麓
」
の
地
名
と
地
図
は
、

雨
情
一
家
の
そ
ん
な
心
づ
も
り
を
表
し
て

い
る
か
の
よ
う
だ
。

　

児
童
が
学
ぶ
音
楽
の
授
業
で
も
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
も
、
童
謡
ら
し
い
童
謡

は
あ
ま
り
聴
か
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

令
和
4
年
は
、
雨
情
が
生
ま
れ
て
ち
ょ
う

ど
1
4
0
年
。〝
童
心
〟、
つ
ま
り
子
ど
も

の
自
由
な
感
性
を
理
想
と
し
た
雨
情
の
、

素
朴
で
ど
こ
か
郷
愁
を
帯
び
た
唄
に
耳
を

傾
け
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で

閉
寒
し
が
ち
な
日
常
を
、
ふ
と
和
ま
せ
て

く
れ
る
は
ず
だ
。

うつのみや

歴史民俗
紀行

歴史民俗紀行
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第21回
●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 202112月〜    20221月 師走─睦月

※新型コロナウイルス感染症の影響により、各イベントが中止となっている関係から「しもつけ歳時記」を休載とします。

　「おもてなしギフトショップ」の商品は全国の商工会議
所会員の特産品・名産品やその地域にしかない隠れた
逸品ばかり。それらをすべて、産地直送でお届けします。
　大切なお取り引き先さまやご親族・お友達への贈り物
にご利用ください。

https://omotenashi-gift.jp

全国の特産品・名産品を産地直送でお届けするインターネットギフト専門店

地域ブランドギフト専門店「全国おもてなしギフト」

宇都宮からも7店舗出店中 ！ ぜひご賞味ください。

おもてなしギフト

全国おもてなしギフト産直
逸品

約２３０店舗、９５０アイテム掲載中！

清潔な暮らしの贈り物「キッチン排水口銅トラップ」
高純度(99.9%)の銅を使用し、ヌメリや臭いを抑える抗菌銅製です。
有限会社佐野機工

“童心の詩人”野
の

口
ぐち

雨
う

情
じょう

の終焉の地 
鶴田町の羽黒山麓
栃木県立博物館 主任研究員  小栁  真弓

昭和40年代の雨情旧居の様子（個人蔵）

小さな名刺の裏面には、宇都宮駅から羽黒山麓までの道順が
簡単に記されている（個人蔵）
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当
た
り
前
だ
が
、
命
は
一つ
し
か

無
い
。
武
士
が
主
の
た
め
そ
れ
を
捨

て
る
、
と
い
う
話
は
よ
く
聞
く
が
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
た
や
す
い
こ
と

で
は
な
い
。
自
分
な
ら
逃
げ
出
す
だ

ろ
う
。
だ
が
、
か
つ
て
武
士
た
ち
は

苛
烈
に
戦
っ
て
、
散
っ
て
い
く
こ
と
が

あ
っ
た
。
彼
ら
は
何
を
考
え
、
ど
う

い
う
思
い
だ
っ
た
の
か
。
鳥
居
元
忠

を
例
に
考
え
て
み
た
い
。
元
忠
は
徳

川
家
康
の
股こ

肱こ
う

の
臣
。
関
ヶ
原
の
戦

い
の
前
夜
、
畿
内
に
お
け
る
徳
川
の

本
拠
、
伏
見
城
を
守
っ
て
戦
死
し
た

人
物
で
あ
る
。

　

元
忠
は
天
文
８（
１
５
３
９
）
年
、

三
河
国
に
生
ま
れ
た
。
家
康
よ
り

も
２
歳
の
年
長
と
な
る
。
父
は
岡

崎
奉
行
な
ど
を
務
め
た
松
平
家
の

家
臣
。
彼
も
徳
川
家
康
が
ま
だ「
松

平
竹
千
代
」
と
呼
ば
れ
、
駿
府
に

生
活
し
て
い
た
頃
か
ら
仕
え
て
い

た
。
家
康
が
三
河
で
自
立
す
る
と
旗

本
部
隊
に
所
属
。
数
々
の
戦
い
に
参

加
し
た
。
た
だ
し
特
筆
す
べ
き
功
績

は
な
い
。
三
河
武
士
と
し
て
、
黙
々

と
軍
務
に
従
事
し
た
。
そ
の
結
果
、

家
康
が
関
東
に
移
封
さ
れ
る
と
、
下

総
国
矢
作
城
４
万
石
を
与
え
ら
れ

た
。
徳
川
四
天
王
の
筆
頭
・
酒
井
家

も
下
総
臼
井
４
万
石
だ
か
ら
、
元
忠

の
ポ
ジ
シ
ョン
は
な
か
な
か
で
あ
る
。

　

秀
吉
が
没
し
て
２
年
後
の
慶
長
５

（
１
６
０
０
）年
、
徳
川
家
康
は
会
津

征
伐
の
た
め
に
畿
内
を
出
発
し
た
。

家
康
が
い
な
く
な
る
と
、
石
田
三
成

た
ち
が
決
起
し
、
家
康
に
決
戦
を
挑

む
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、

真
っ
先
に
襲
撃
を
受
け
る
の
は
，
徳
川

の
拠
点･

伏
見
城
で
あ
る
。
家
康
は

討
ち
死
に
必
至
の
伏
見
城
の
留
守
居

役
に
、
元
忠
を
指
名
し
た
。

　

な
ぜ
元
忠
か
。
一
つ
は
彼
の
忠
誠
に

篤あ
つ

い
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
か
ら
だ
ろ

う
。
幼
い
頃
か
ら
自
分
に
仕
え
て
く

れ
た
元
忠
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
徳
川
を
裏
切
る
ま
い
。
そ
し
て
も

う
一つ
。
実
に
イ
ヤ
な
言
い
方
に
な
る

が
、
元
忠
な
ら
こ
こ
で
失
っ
て
も
惜
し

く
な
い
。
新
た
な
徳
川
の
世
は
、
彼

抜
き
で
も
十
分
に
や
っ
て
い
け
る
。
そ

う
し
た
冷
徹
な
計
算
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

6
月
16
日
、
家
康
は
伏
見
城
に

宿
泊
し
て
元
忠
と
酒
を
酌
み
交
わ
し

た
。
守
備
兵
を
十
分
に
は
割
け
な
い

と
わ
び
る
家
康
に
、
元
忠
は
自
分
は

最
後
ま
で
戦
っ
て
立
派
に
討
ち
死
に

す
る
か
ら
心
配
す
る
な
。
兵
が
何
人

い
て
も
落
城
は
避
け
ら
れ
な
い
の
だ
か

ら
、
殿
は
少
し
で
も
多
く
の
兵
を
連

れ
て
行
っ
て
、
天
下
取
り
の
た
め
に
役

立
て
て
く
れ
と
述
べ
た
と
い
う
。

　

元
忠
の
戦
歴
に
は
、
さ
ほ
ど
め
ぼ
し

い
手
柄
は
な
い
。
自
分
に
は
優
秀
な

同
僚
に
比
べ
ず
ば
ぬ
け
た
才
能
が
無

い
こ
と
を
、
元
忠
自
身
が
熟
知
し
て

い
た
。
伏
見
城
の
守
将
に
期
待
さ

れ
る
の
は
、
最
後
ま
で
戦
っ
て
討
ち

死
に
す
る
こ
と
。
そ
れ
な
ら
自
分
で

も
や
り
遂
げ
ら
れ
る
。
良
い
死
に
場

所
を
得
た
。
元
忠
の
思
い
は
そ
れ
で

あ
っ
た
ろ
う
。
二
人
は
夜
が
更
け
る

ま
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
と
い
う
。

　

元
忠
は
予
想
通
り
挙
兵
し
た
三

成
ら
の
大
軍
を
相
手
に
、
13
日
も

籠
城
し
て
戦
い
、
戦
死
し
た
。
家

康
は
彼
の
息
子
に
10
万
石
（
陸
奥

の
磐
城
平
）
を
与
え
、
功
労
に
報

い
た
。
鳥
居
家
は
江
戸
時
代
を
通

じ
て
名
誉
の
家
と
し
て
語
り
継
が

れ
た
。
元
忠
は
自
ら
の
命
を
も
って
、

「
家
」
の
繁
栄
と
存
続
を
実
現
し

た
の
で
あ
る
。

　
２
０
２
１
年
10
月
、当
所
の
取
り
組
み
が
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
と

評
価
さ
れ
、「
と
ち
ぎ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
企
業
」に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

当
所
が
と
ち
ぎ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
企
業
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
！

「
環
境
」「
社
会
」「
経
済
」の
３
側
面
へ
の
取
り
組
み

　
「
と
ち
ぎ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
企
業
」と
は
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
企
業
の
主
体
的
な

取
り
組
み
に
よ
り
、企
業
価
値
の
向
上
お
よ

び
競
争
力
の
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
企
業

を
指
し
ま
す
。

　

当
所
の
活
動
内
容
は
「
地
域
商
工
業
の

振
興
発
展
と
社
会
福
祉
の
増
進
を
図
る
地

域
総
合
経
済
団
体
」
と
し
て
、
こ
れ
は
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
目
的
と
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
こ

と
を
自
覚
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
は
た

し
て
い
く
こ
と
で
、「
持
続
可
能
な
社
会
」

実
現
の
た
め
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
に
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
は

　

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：

Sustainable D
evelopm

ent Goals

）で
、

２
０
０
１
年
に
策
定
さ
れ
た
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇｓ
）
の
後
継
と
し
て
、

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
加
盟

国
の
全
会
一致
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェン
ダ
」
に
記
載
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ
り

よ
い
世
界
を
目
指
す
た
め
の
国
際
目
標
で
す
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
登
録
内
容

と
ち
ぎ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
企
業

登
録
制
度
と
は

　

こ
の
登
録
制
度
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
は
言
っ
て
も
、

第9回

何
に
取
り
組
め
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

声
を
受
け
、
栃
木
県
が
創
設
し
た
制
度
で
す
。

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
と
ち
ぎ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
企
業
登
録
制
度
の
詳
細

や
登
録
企
業
に
つ
い
て
は
左
記
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

と
ち
ぎ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
企
業
の

登
録
を
支
援
し
ま
す

　

当
所
で
は
、
栃
木
県
と
連
携
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推

進
に
取
り
組
む
「
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱
」

と
と
も
に
、
登
録
を
進
め
た
い
事
業
所
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

特
集
3  

と
ち
ぎ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
企
業

ＳＤＧｓ17のゴール

宣
言
し
た
３
側
面

1 

宇
都
宮
市
内
の
事
業
所
を
対
象
と
し

た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支
援（
環
境
、
社
会
、

経
済
）

2 

有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を
通
じ
て
、

職
員
の
健
康
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
を
支
援
す
る（
経
済
）

3 
電
気
使
用
量
の
削
減（
環
境
）

① 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
に
意
欲
的
に
取
り
組

む
企
業
が「
環
境
」「
社
会
」「
経
済
」

の
３
側
面
で
宣
言
し
た
内
容
を
登
録

② 

意
欲
的
な
取
り
組
み
を
対
外
的
に
発

信
す
る
こ
と
で
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

等
の
向
上
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト

③ 

登
録
期
間
は
３
年
間
で
更
新
も
可
能

（
１
年
に
１
回
、
進
捗
状
況
を
県
に

報
告
）

問合せ

総務部
☎028-637-3131

登録企業一覧

とちぎＳＤＧｓ推進企業
支援事業

本郷　和人／ほんごう・かずと

　１９６０年東京都生まれ。83年東京大学文学部卒業、88年同
大学大学院単位取得退学。石井進氏と五味文彦氏に師事し、日
本中世政治史を専門とする。当為（建前、理想論）ではなく実情
を把握すべきとし、日本中世の「統治」のありさまに言及する著作
を発表している。従来の権門体制論を批判し、二つの王権論に立
つ。師の五味文彦氏と同様に書評も多く、中世や近世を扱ったさ
まざまなドラマ、アニメ、漫画の時代考証にも携わる。

戦
国
武
将
の

 

リ
ア
ル

「
伏
見
城
を
守
っ
た

　
　
　
　
鳥
居
元
忠
」

東
京
大
学
史
料
編
纂
所   

教
授   

本
郷
　
和
人

Real of Sengoku Warlords
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キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

12月
December

　　 MITOMAEBASHI
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　11月24日（水）に販売が開始された宮の買
いトク・食べトクチケット（第2弾）は、1冊
5,000円で500券13枚綴り（計6,500円分）
のプレミアムが付いたチケットです。当所の
前にある宇都宮中央郵便局では、両チケットの販売窓口の
ため長蛇の列を作っており、買いトクチケットは11月28
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マインドが少しでも上向くといいですね。
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「
若
竹
の
杜 

若
山
農
場
」

は
、
日
光
連
山
を
後
ろ
に
控

え
る
宇
都
宮
北
部
に
24
ヘ
ク

タ
ー
ル
ほ
ど
の
圃ほ

場じ
ょ
うを
有
し

て
い
ま
す
。
代
々
竹
と
土
に

向
き
合
い
整
備
し
て
き
た
、

映
画
や
C
M
に
使
わ
れ
る
ほ

ど
美
し
い
竹
林
が
一
般
開
放

さ
れ
て
お
り
、
夜
は
竹
林
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ（
土
日
祝
日
限

定
）や
ハ
ン
モ
ッ
ク
テ
ン
ト
を

用
い
た
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
筍

や
栗
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収

穫
を
体
験
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

広
大
な
竹
林
の
中
で
、
降

り
注
ぐ
木
漏
れ
日
と
笹
鳴
り

の
音
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
日

常
を
忘
れ
の
ん
び
り
と
過
ご

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

【
営
業
時
間
】

〈
平
日
〉

午
前
9
時
～
午
後
5
時（
日
中
）

〈
土
・
日
・
祝
日
〉

午
前
9
時
～
午
後
8
時

（
日
中
・
竹
林
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

※
土
日
祝
日
の
閉
園
時
間
は

季
節
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

​

※
最
終
受
付
は
閉
園
時
間
の

30
分
前
と
な
り
ま
す
。

【
入
場
料
】

大　

人
：
5
0
0
円

子
ど
も
：
2
5
0
円

※
子
ど
も
は
4
～
12
歳
と
し
、

3
歳
以
下
は
無
料
で
す
。

※
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は

料
金
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

加
で
き
ま
す
の
で
、
ご
登
録
お
願
い
し

ま
す
！

【
事
業
内
容
】

◎
会
員
同
士
の
連
携
促
進
を
図
る
異
業

種
交
流
会
の
開
催

◎
宇
都
宮
産
農
産
物
を
使
用
し
た
新
商

品
開
発
の
調
査
・
研
究
等
経
費
の
補
助

（
上
限
50
万
円
）

◎
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
支
援　

な
ど

　

会
員
登
録
等
に
つ
い
て
は
農
業
王
国

う
つ
の
み
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】　

令
和
４
年
１
月
７
日（
金
）

【
そ
の
他
】　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
宇
都
宮
税

務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

若竹の杜 若山農場

若竹の杜  若山農場
場　所／〒320-0075 栃木県宇都宮市宝木本町2018
問合せ ／☎028-665-1417　contact.wakayamafarm@gmail.com

※新型コロナウイルス感染症の拡大により内容が変更する場合があります。最新の開催状況等は、主催者にお問い合わせください。

　

約
4
0
0
年
の
歴
史
を

誇
る「
前
橋
初
市
ま
つ
り
」、

今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
状
況
を
鑑

み
、
来
場
者
を
は
じ
め
地

域
住
民
、
関
係
者
の
皆
様

の
健
康
・
安
全
面
の
確
保

な
ど
の
諸
情
勢
を
考
慮
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
実
施

内
容
お
よ
び
交
通
規
制
範

囲
は
縮
小
す
る
も
の
の
、

従
前
の「
古
だ
る
ま
お
焚
き

あ
げ
」や「
渡
御
の
儀
」を

行
う
と
と
も
に
、
福
だ
る

ま
等
の
縁
起
物
や
食
べ
物

　

人
気
噺
家
の
柳
家
さ

ん
喬
に
よ
る
寄
席
を
開
催

し
、
笑
い
の
力
で
水
戸
を

元
気
に
し
ま
す
。

　

お
土
産
付
き
、
お
楽
し

み
抽
選
会
あ
り
と
大
変
お

得
な
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

の
露
店
出
店
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

令和４年 前橋初市まつり
開催のお知らせ

第２回 水戸まちなか寄席
柳
や な ぎ

家
や

さん喬
き ょ う

独演会

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

宮
の
市（
商
業
祭
）実
行
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

う
つ
の
み
や
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
農
業
と
他
産
業
と
の
新
た
な
連
携

を
促
進
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
農
産
物
、

人
材
、
技
術
等
を
有
効
に
結
び
付
け
、

新
た
な
商
品
、
販
路
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

等
の
創
出
を
図
っ
て
お
り
、
商
品
開
発

に
必
要
な
経
費
の
補
助
等
を
し
て
い
ま

す
。

　

宇
都
宮
産
農
産
物
の
需
要
拡
大
と
産

業
の
振
興
と
い
う
目
的
に
賛
同
す
る
企

業
・
団
体
・
個
人
で
あ
れ
ば
無
料
で
参

　

電
子
マ
ネ
ー
P
a
y
P
a
y
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
が
、
抽
選
券
10
枚
に
1
枚
の
確

率
当
た
る
！

　

開
催
期
間
中
に
抽
選
券
配
布
店
で
の

お
買
い
物
で
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
付
き

抽
選
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
そ
の
場
で

当
選
が
わ
か
り
ま
す
！

　

詳
細
は
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
開
催
期
間
】 

12
月
25
日（
土
）ま
で

※
抽
選
券
の
配
布
は
無
く
な
り
次
第
終

了
と
な
り
ま
す
。

う
つ
の
み
や
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員 

募
集
中
！

総
額
3
0
0
万
円
が
当
た
る
！

当
選
本
数
2
0
2
3
0
本
！

無
病
息
災
！！ 「
黄
ぶ
な
」開
運

オ
ン
ラ
イ
ン
抽
選
会 

開
催
中

日　時／令和４年１月９日（日）　午前10時～午後５時
場　所／国道５０号（本町一丁目～五差路）および前橋八幡宮境内
問合せ／前橋初市まつり実施委員会（前橋市まちづくり公社内）
　　　　☎027-289-5565（事前連絡先）
※詳細内容は、主催者発表をご確認ください。

日　時／令和4年2月6日（日）　午後2時～4時20分
会　場／常陽藝文センター（水戸市三の丸1-5-18）
参加費／［A］一般 ３，０００円（税込・お土産付き)
　　　　［B］食べ歩きチケット付きプラン ４，５００円（税込・Eatjoy Mitoチケット付き）
定　員／１３０人（先着順・全席指定）
出　演／柳家　さん喬
問合せ／水戸商工会議所  産業振興課   ☎０２９-２２４-３３１５

問合せ

う
つ
の
み
や
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
営
委
員
会
事
務
局

（
宇
都
宮
市 

経
済
部 

農
林
生
産
流
通
課
内
）

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
8
4
3

第２回 水戸まちなか寄席  柳家さん喬独演会

前橋初市まつり

ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

《
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

令
和
4
年
2
月
6
日（
日
）

◎
午
後
2
時
～
3
時
50
分

　

落
語
会

◎
午
後
4
時
～
4
時
20
分

　

お
楽
し
み
抽
選
会

【
勤
務
内
容
】

①
確
定
申
告
会
場
で
の
申
告
書
な
ど
の

作
成
補
助（
パ
ソ
コ
ン
操
作
）

②
デ
ー
タ
入
力
、
書
類
整
理
な
ど

【
応
募
資
格
】　

パ
ソ
コ
ン
操
作
で
き
る
人

【
採
用
人
数
】　

80
人
程
度

【
賃
金
】　

①
時
給
９
６
０
円

②
時
給
９
５
０
円

【
勤
務
期
間
】

令
和
４
年
１
月
中
旬
〜
３
月
下
旬

【
勤
務
時
間
】

①
午
前
８
時
50
分
〜
午
後
４
時
50
分
の

間
で
３
も
し
く
は
７
時
間

②
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の
間
で
5.5
時

間
程
度

【
勤
務
場
所
】　

①
コ
ン
セ
ー
レ（
駒
生
１
丁
目
）

②
宇
都
宮
税
務
署（
昭
和
２
丁
目
）

問合せ

宇
都
宮
税
務
署

☎
0
2
8-

6
2
1-

2
1
5
1

（
自
動
音
声
案
内
）

宇
都
宮
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
税
務
署
で
非
常
勤
職
員
を
募
集

農業王国
うつのみや



（
税
込
）

12

10

3

栃木県事業承継・引継ぎ支援センター

新たに発進！
事
業
承
継
の
相
談
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
！

あらゆる事業承継についてご相談いただける窓口ができました。
これまで第三者による事業引継ぎを支援してきた栃木県事業引継ぎ支援センターと、おもに親族内承継を支援する栃木県
事業承継ネットワークの機能を統合し、令和３年４月より新たに「栃木県事業承継・引継ぎ支援センター」がスタートしました。

第三者承継 親族内承継＋

経 済 産 業 省
関 東 経 済 産 業 局
委 託 事 業 
　宇都宮商工会議所

栃木県事業承継・引継ぎ支援センター
〒320-0806 栃木県宇都宮市中央3丁目1番4号 栃木県産業会館7階

TEL.028-612-4338  FAX.028-612-4339
※栃木県事業承継・引継ぎ支援センターは、経済産業省の委託事業として宇都宮商工会議所が受託している事業です。

詳細は下記サイトにてご確認下さい

https://tochigi-hikitsugi.jp

栃木県事業引継ぎ


